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691百万円

(YoY +13.2%)

■ 2025年3月期 通期業績サマリー
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2025年3月期 通期 エグゼクティブサマリー

01．エグゼクティブサマリー

￭ 期中（2024/9/13）からの新経営体制として、継続的な黒字化に向けた改革を実行中。

￭ YoY 売上高 +13.2%（691.6百万円）、売上総利益 +1.4%（2.85百万円）の改善と増収増益にて着地。

QoQ   売上高 ＋3.1 %（221.8百万円）の増収、株主優待関連費用を除いた営業利益では、29.4% （10.1百万円）の改善にて着地。

￭ 創業者による一連の騒動による継続企業の前提に関する注記（GC注記）付与の影響にて、受注遅延していた

Discoveriez新規案件PJ 2案件の納品がQ4にて完了し、Discoveriez新規/移行案件を2件受注。

来期以降の受注/納品案件についても、好調に推移する予定（P.10にて記載）

￭ 2025/3/28に、2026年3月期以降の中期経営計画を開示し、継続的な黒字化を実現し、GC注記早期解消に向けた計画を発表。

￭ 株主還元施策としては、導入目的である株主数増加を達成。来期以降の株主優待の内容や拡充方針につきましては、

当社の企業価値、利益水準等を総合的に勘案しながら、原則、継続的な株主還元を適切な形で行う方針です。

売上高
成長率（YoY）

4

売上高（累計）

＋12.6 ％

クラウドMRR成長率（YoY）*1

63.6 %

売上高
成長率（YoY）

クラウド売上比率（YoY）

0.36 ％

解約率 *2

売上高（QoQ）

売上高
成長率（YoY）＋3.1％

(221.8百万円)
10.1 百万円改善

営業利益（QoQ）

※株主優待関連費用（15,349千円）除く

＋4.6 ％

クラウド売上（QoQ）

2.85 百万円改善

売上総利益（YoY）

＋28.6 ％

SRM Design Lab

売上高成長率（QoQ）
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￭ ストック売上およびSRM Design Lab案件の貢献により、売上高YoY＋13.2%の進捗にて着地（2四半期連続の前年超）

￭ となったが、 Discoveriezの品質改善等によるコスト削減は継続中。黒字化に向けて堅調に推移

￭ Q3でのDiscoveriez受注案件の導入がQ4で納品完了。来期以降の受注について、続々と決定、拡大中

￭ Q2での臨時株主総会関連損失(*1)を特別損失として計上にて赤字幅が拡大しているが、今期特有の事象である

2025年3月期 Q3業績サマリー（前年比）

01．エグゼクティブサマリー
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*1 ψʺ2024זּ ͕Ὦ11 ẉό͕Ὦ13 τᵫ℗ΰθ Ⱳᶴ︠ ᵓτνΜοʺṳӛᾁ χθϛχ ῐ● ρ ᵓᾁ₰
Ϭ◐ϛρΰθ Ⱳᶴ︠ ᵓ Υ ΜθΰϘΰθʻάϦϣτνΜοψʺ χᶴ︠ ᵓτΣΜοψ ΰσΜ

₈ᵕᾢϤχᾤ χ ᴂτḩ ΰθϜχπΚϤʺ ᵺ χΩ ᶛρΰο29 Ϭד ﬞτὓ ΰοΣϤϘβʻ
*2 2025 3Ὦ28 τᵫꜘΰθˮ ṍỘ χ τḩβϥΣ ϣδ˯╥

科目
金額 構成比（％） 金額 構成比（％） 増減額 増減率（％）

2025年3月期
通期予想 *2

売上高 610 100 691 100 +80 +13 .2 673

売上原価 409 67.0 487 70.5 +78 +19.1 -

売上総利益 201 33.0 204 29.5 +2 +1 .4 -

販売費及び一般管理費 349 57.5 378 54.7 +28 +8.2 -

営業損失（△） △148 - △174 - △25 - △169

経常損失（△） △150 - △189 - △39 - △185

四半期純損失（△） △149 - △218 - △68 - △214

ˢỲᶛʿ ˣד

2024/3 期 通期 2025/3 期 通期 前期比
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科目
金額 構成比（％） 金額 構成比（％） 増減額 増減率（％）

Q2実績
(参考)

売上高 215 100 221 100 +6 +3 .1 137

売上原価 148 69.2 155 70.3 + 7 + 4.8

売上総利益 66 30.8 65 29.7 △0.3 △0.6 50

販売費及び一般管理費 100 46.9 105 47.7 +4 + 4.9 88

営業損失（△） △34 - △39 - △5 - △38

経常損失（△） △35 - △40 - △4 - △52

四半期純損失（△） △33 - △40 - △7 - △82

ˢỲᶛʿ ˣד

2025年3月期 Q4業績サマリー（四半期比）

01．エグゼクティブサマリー

6

￭ 売上高：Discoveriez新規案件の納品再開、SRM Design Lab案件の貢献により、QoQ3.1%伸長して着地（YoY113.2%）

￭ 売上総利益：売上総利益はQoQ-0.2%とほぼQ3と同様の数値で着地（SRM Design Lab案件による仕入増が影響）

￭ 営業利益：株主優待関連費用（15,439千円）を除くと、29.4% （10.1百万円）の改善にて大幅改善にて着地。Discoveriez AIや

新規事業への投資と並行しながら、定常的な販管費の効率化を来期以降の黒字化に向けた兆しが見え始めている状態

￭ その他：株主還元施策を導入。多くの株主さまに当社株式を保有いただく機会と導入目的を実現。今後も原則、継続予定

2025/3 期 Q3 2025/3 期 Q4 四半期比
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2025年3月期 通期 営業利益の変動要因（当初業績予想からみた）

01．エグゼクティブサマリー
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△174

△16

＋5~
+10

’25/3期
営業利益

（当初予想）

△125

支払報酬
（定時株主総会関連

専門家費用等） 外形標準課税

事業効率化

人件費

通信費
削減分

収益強化

△100～
10

ӡʿ ד

売上高増加に伴う
仕入原価の増加

株主優待関連費用

＋30～
+40

+181~+186

△6

研究開発費用

業務委託/
外注費

△3

5～10

’26/3期
営業利益
（予想）

+ 76~
+106

新規案件売上高
増加に伴う

営業利益増加

削減経費
（外注費その他）

＋10~
+20

＋30~40

△18

△2

不採算案件解消
に伴う

営業利益増加

ͺ
Δ

ͺ
Δ

￭ 一連の騒動等の影響によるDiscoveriez案件受注不振に伴い、Discoveriez事業にかかる固定費が営業利益低下の要因に

￭ 売上確保施策として実行したSRM Design Lab案件獲得による仕入原価増加分がその分増加する結果に

￭ ’26/3期は、Discoveriez案件の受注回復、収益化の実現により、削減固定費と合わせて、営業利益が黒字転換する見通し

’25/3期
営業利益
（実績）
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Discoveriez / Discoveriez AI / SRM Design Labともに

下期の営業活動、黒字化に繋がるマーケット開拓を実行中

ʾ製造業、卸業、小売業におけるエンタープライズ企業の
新規2件、Discoveriez への乗換1件受注（P.10参照）
ʾ円安によるサーバコスト/ エンジニア人件費増に伴う既存

クライアントを中心とした値上げ施策による収益改善進行中

新規拡大

既存深耕

ʾパートナー経由でのリード獲得、協業案件獲得数継続増加
ˢО˔ЕЗ˔Ϭᵒΰθ Ộʺ πχ ṛ ϞϯАФЈи/
ϼкІЈиϬ τ“ ḩ ӛὯϞЀЫ˔І ӽπχ ṍӟ‭χ
ԏΦ›Μᶈ ΥὋ ˣ

パートナー

施策

ʾDiscoveriez にDiscoveriez AIを内蔵（オプション化）した
形での実証実験がスタート。既存クライアントへのアップ
セル含めて、Discoveriez のAI強化による業務効率化、
マーケティングへのデータ活用案件を継続的に増やしていく

新規拡大

既存深耕

・Discoveriez 提供の周辺領域でのSRM Design Lab での
課題解決案件が増加し、売上高成長を牽引

・Discoveriez では従来補えなかった支援を形にし、
Q4や来期以降の成長ドライブとして積極的に対応予定

売上領域

拡大

ʾQ4も行動指標および行動計画の統合を継続して実行し、

2026/3 期以降の収益化に向けて、無駄なく行動に移す闘う

組織への移行が進む（固定費削減/ 利益貢献の兆し）

・現場主導での業務フロー改善/ 効率化が継続して進行中

・Discoveriez AI/ 新規事業への投資を加速

・開発人員を中心に採用、提携先開拓を継続強化中

2026/3 期で新たな収益源となる予定

人件費

・業務委託費の精査は継続して進んでいるものの、売上貢献と

投資とのリソース配分について、Q4も投資を優先

・サーバコスト増に伴う改善施策により、円安の影響はある

もののQ4も継続して改善ˢὮ ỡ0.7˙0.6 ˣד

業務委託費

／外注費

／通信費

ʾ不採算案件の撤退・終了に伴う告知、提案継続進行中

・Price UPおよびDiscoveriez へのリプレイスを中心に

クラウド移行が加速され、受注スピードがUP

・2026/3 期以降にて、約100百万円以上の収益増を見込む予定

その他費用

コストマネジメント

新規開拓・既存深耕ともに、継続して伸長中（収益化に向けた取り組みの加速）

̙Discoveriez

̙Discoveriez AI / SRM Design Lab

Discoveriez AI：正式ローンチし、市場の後押しもあり、生成AIの引き合いが増加中
SRM Design Lab ：新規開拓・既存深耕ともに、新たな収益源として確立

コストマネジメント施策と投資を区分して、実行中

固定費の削減効果が継続しており、収益改善にも寄与

マーケット開拓

2025年3月期 Q4 黒字化に向けたマーケット開拓・コストマネジメント（事業効率化/ 改善）進捗サマリー

01．エグゼクティブサマリー

8
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【導入後支援】カスタマーサクセス

【利用範囲拡大導入】利用部署拡大・ライセンス拡大

*᾿ ᴝ

【導入支援】運用サポートご支援

【SRM Design Lab】認知拡大活動

ʾ᾽ẁ ᴂḩ πχ„םˢ„◖ˣ

【SRM Desing Lab】Discoveriez AI 導入

ʾ ︣Ԑ Ю˔ϸ˔

【導入支援】運用定着ご支援

ʾ Е˔ЌиГйЫ˔ϾГϰрϽᶴ꜠ᵓּז

ʾᶴ꜠ᵓּזӻ Ѐ˔Ъй˔Єдр

ʾӠ МЭ ẆШ˔иДϰрϽІᶴ꜠ᵓּז

ʾᶴ꜠ᵓּזϷ˔ЕНАϼІЈУр

ʾϷзЅр ᶴ꜠ᵓּז

ʾᶴ꜠ᵓּזQTnet

ʾϽк˔УжϱЖᶴ꜠ᵓּז

ʾ╣` ᴽᶴ꜠ᵓּז

ʾᶴ꜠ᵓּזЍϱЖ˔Т϶м˔Ж
ʾᶴ꜠ᵓּזФйЅϰ˔и
ʾ Е˔ЌиГйЫ˔ϾГϰрϽᶴ꜠ᵓּז

ʾ ᴽ◓BBẸᵓ

ʾМ˔ϿрЍАБЅаОрᶴ꜠ᵓּז

ʾPDRТϮ˔Ыᶴ꜠ᵓּז

ʾᶴ꜠ᵓּזФйЅϰ˔и

ʾᶴ꜠ᵓּזТЅГйРЅдр

ʾᶴ꜠ᵓּזзУЖϲЀ˔Ъй˔Єдр

ʾᶴ꜠ᵓּזгИϷрЕжІЕ

ʾ χ ᶴ꜠ᵓּז

ʾᶴ꜠ᵓּזṙ

ʾоІР˔ ᶴ꜠ᵓּז

ʾϸиР˔ᶴ꜠ᵓּז

ʾᶴ꜠ᵓּזJ-ϷϱиЬиЇ

ʾТЅАЀᶴ꜠ᵓּז

ʾᶴ꜠ᵓּז ὓᵊ

2025年3月期 Q4 受注 / 導入案件サマリー

01．エグゼクティブサマリー

Discoveriez 受注 / 導入案件（一部）：ロイヤルカスタマー

SRM Design Lab 導入支援案件（一部）：ロイヤルカスタマー

9

【利用範囲拡大導入】導入開始

ʾ╣ ᶴ꜠ᵓּז

【Discoveriez 移行】

ʾᶴ꜠ᵓּזJ-ϷϱиЬиЇ

【SRM Design Lab】業界向け調査レポート支援

ʾ ᴽ◓BBẸᵓ

【新規導入】

ʾ ӻ ᶴ꜠ᵓּז
ʾ› ᵓּזDMM.comˢDMM ХиІϾϯˣ
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新中期経営計画（FY2026~FY2028 ）基本方針

01．エグゼクティブサマリー

経営基本方針

目指すべき姿

株主還元方針

ス テ ー ク ホ ル ダ ー か ら 信 頼 さ れ る 、 「 新 生 ・ ジ ー ネ ク ス ト 」 へ

- 経営再建の実現へ（目標数値達成、既存事業の再建）

- 事 業 ポ ー ト フ ォ リ オ の 多 角 化 を 推 進

- 安 定 的 か つ 変 動 性 の 少 な い 収 益 基 盤 を 構 築

経営の安定化により「株主優待の開始、継続」・「配当方針の設定」を早期に実現します。

￭ 2025年3月28日付で3ヵ年（FY2026-2028）の中期経営計画を発表

￭ 上場維持基準の引き上げや市場区分変更等についても、迅速に対応できるよう方針を策定

10

2025/05/13 付にて
株式会社モデルケースからの事業譲受を開示
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新中期経営計画（FY2026~FY2028 ） 事業方針について

01．エグゼクティブサマリー

ソリューション事業：

SRM DESIGN LAB

ハードウェア事業:

SRM DESIGN LAB

ソフトウェア事業:

Discoveriez

当社のコア事業である「Discoveriez」を

軸に「Discoveriez AI」やデータ活用を

行 う こ と で 早 期 に 当 社 の 収 益 性 の

安 定 化 を 目 指 し て ま い り ま す 。

202 3年4月にリリース開始した当社の

新 規 事 業 で あ り 、 B P O や

コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 受 託 開 発 な ど

クライアントの課題解決を行います。

S R M D E S I G N L A B で は

クライアントのニーズを解決するために

ハードウェアの調達やAIデータセンターの

導入支援なども提供していきます。

©G-NEXT Inc.  Al l  r ights reserved. 11
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新中期経営計画（FY2026~FY2028 ） サマリー

̞͍ 25/3ṍχⱲᴣ ᶛψʺ2025/03/27 ᶴᴣˢ ˣ˷ “ↄᶴ꜠
̞͎ Ⱳᴣ ᶛχ ψʺ₈ῇχὊְ χ◙ ϬꜘβϜχπΚϤʺἇ σ ὯτṁξΨϜχπψΚϤϘδϭʻ2021 3Ὦ25 ЫЃ˔Ї Ⱳχ῝ ᴣᶊϬ╥―τ Ϭ▄ ΰοΣϤϘβʻ

01．エグゼクティブサマリー

売上高
691百万円

営業利益
▲174百万円

時価総額
2,112百万円

FY2025
(25/3 期)

業績

売上高

2,500百万円以上

営業利益

90百万円以上

時価総額

7,000百万円以上

FY2028
(28/3 期)

経営目標

既存事業（Discoveriez ）：収益安定化に貢献する事業として位置づけ

Discoveriez

ソフトウェア

SRM Design Lab

ソリューション
ハードウェア

成長事業（SRM Design Lab ）：売上TOP LINE に貢献する事業として新たに位置づけ

新規事業（新規事業開発、M&A ）：非連続な成長に挑戦・投資する事業として位置づけ

新規事業
M&A

投資方針

ʾṌ ⱧỘ πCAGR+20%成長ʺ新規案件獲得ʺ値上げ施策による収益拡大
ʾẛ ằЂ˔РІCRMotion からDiscoveriez へのリプレイス促進τϢϥARR向上
ʾDiscoveriez AI の提供拡大/ 導入加速ʺẛ ằЂ˔РІBizVoiceχзФйϱІ
ʾDiscoveriezД˔ЌϬᶨ ΰθϼжϱϯрЕρχⱧỘᵫ ʺSRM Design Lab へのクロスセル強化

ʾ ⱧỘπΚϥSRM Design Lab CAGR+70 ％以上の成長による売上拡大
ˢFY2025ϢϤМ˔Жϳϴϯ ΣϢόзг˔І ӽτ╥ ΰʺ ‰Ϭᾃԏ ˣ
ʾϼжϱϯрЕχᴿ ᵔὨχӮコンサルティング、BPO、受託開発の強化
ʾО˔ЕЗ˔ρχ ὀếᴟτϢϥᴿ ᵔὨ︣ χᶈ ʺ課題解決集団へと成長
ʾソフトウェア×ソリューション×ハードウェアπχ ὀτϢϥ ṛЂ˔РІᵫ ʺ◕

ʾⱧỘ Ϟ σЄЗЅ˔Υ ϙ δϥⱧỘπχ ṛⱧỘʺM&AʺϯϼМϱϯзрϽϬ
ˢAIデータセンターⱧỘϬψαϛρβϥ生成AIを活用した新規事業ᵫ ʺ「稼げる」開発 χםᾝˣ
ʾ χ‰ΜⱧỘϞ τṄ׃ βϥⱧỘτ Ϭ ΦʺЊ˔ЄрϽ
ʾ ⱢᴪʺỲ Ṑḩ ρχЀЬвИϾ˔ЄдрϬếᴟΰʺẍσⱢỲИ˔ЇτϜ ᴂπΦϥ ϒ ᴟ

基本方針/ 戦略

・売上高、営業利益の目標実現に向け、現在赤字要因である「Discoveriez 」事業の再建、黒字化
・AI/ 生成AIの全社徹底活用による売上拡大/ 売総率UP/ 人的作業削減/ 固定費圧縮による収益化貢献
・財務基盤の建て直し（与信リスク/GC 注記記載の解消、事業別原価管理徹底、営業利益創出）
・新規事業投資による新収益拡大、営業とエンジニアを中心とした採用、業務提携強化

̞͍

̞2

中期経営目標 中期経営方針/ 戦略

目標達成に向けた施策については、
P.25を参照ください

2030年以降、時価総額10,000百万円以上を継続する企業成長を目指し、中期経営計画を策定

12

2025/05/13 付にて
株式会社モデルケースからの事業譲受を開示
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新中期経営計画（FY2026~FY2028 ） 進行状況（新規事業/M&A について）

01．エグゼクティブサマリー

新規事業（新規事業開発、M&A ）：非連続な成長に挑戦・投資する事業として位置づけ

新規事業
M&A

投資方針

ʾⱧỘ Ϟ σЄЗЅ˔Υ ϙ δϥⱧỘπχ ṛⱧỘʺM&AʺϯϼМϱϯзрϽϬ
ˢAIデータセンターⱧỘϬψαϛρβϥ生成AIを活用した新規事業ᵫ ʺ「稼げる」開発 χםᾝˣ
ʾ χ‰ΜⱧỘϞ τṄ׃ βϥⱧỘτ Ϭ ΦʺЊ˔ЄрϽ
ʾ ⱢᴪʺỲ Ṑḩ ρχЀЬвИϾ˔ЄдрϬếᴟΰʺẍσⱢỲИ˔ЇτϜ ᴂπΦϥ ϒ ᴟ

13

2025年5月13日付にて株式会社モデルケースとの事業譲受契約を締結

ʾ ⁯χІГ˔ϼШиЍ˔DXФжАЕТ϶˔ЭˮDiscoveriez˯ΣϢόˮSRM Design Lab˯ρʺЯДиϾ˔Іχזּ ᵰᵰ⁯ ЯИЌ˔ᶨ Ђ˔РІˮJapan Spark˯Ϭ ὀΰʺ
⁯ ᵰχ◕ τΣΪϥVoCϬṁ ρΰθ Ы˔ϾГϰрϽχםᾝʺЊзв˔Єдрχᶈ Ϭ ◙β

ʾׇẽCXẶ ṁ Ϭ  Ϭΰʺ᾽ẁϱрЂϱЕχⱢ▀ᴟρ ṍ χᴥ Ϭ ΞθϛʺᵤᵰΰΪЫ˔ϾГϰрϽʺ /ΣϢόЂϱЕכ◦ ⌠ϬψαϛρβϥⱧỘϬ

両社のサービス連携をすることで、
顧客企業への更なる付加価値提案を実施

１）インバウンドVoCソリューション

２）越境VoCレポーティングサービス

３）海外進出マーケティング伴走支援

４）VoC活用啓発・ナレッジシェアプログラム

˻ ὀϱЮ˔Ѕ˼
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マーケティング・販促活用領域

BIツール

顧客管理・サポート履歴
社内ワークフロー・カスタマーサクセス

MAツール・Webサイト

アウトバウンドリスト

データ連携

生活者

企業成長に必要な
実データ

チャネル

メール

ホームページ
各種サイト

チャット

アプリ

店舗

電話

SNS

オンラインサイト

アンケート

対応依頼他部門

生成AI

CDP

マネジメントレイヤー

マーケティングツール

応対品質・サービスの改善

< 顧客体験改善における生成AI活用例>

カスタマーサクセス領域

Discoveriez AI

４Qトピックス（Discoveriez AI活用付加価値事例）

01．エグゼクティブサマリー

14

￭ 小売業のクライアントさまを中心にDiscoveriez 内のデータを生成AIを活用し、カスタマーサクセスだけでなく、

経営、セールス＆マーケティングへの活用を促進中。業務効率化に加え、クライアント収益に貢献
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01．エグゼクティブサマリー
４Qトピックス（適示開示/PR 情報）

15
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01．エグゼクティブサマリー
４Qトピックス（適示開示/PR 情報）

16
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01．エグゼクティブサマリー
４Qトピックス（適示開示/PR 情報）

17
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エグゼクティブサマリー

2025年3月期 通期業績

中期経営方針（サマリー）

2026年3月期 事業方針と業績見通しについて

事業概要／サービス概要

Appendix

1.

2.

3.

4.

5.

6.

18

目次～Agenda ～
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2025年3月期 通期業績（数字指標ハイライト）

691百万円（+13.2%） 76.2％

0.36％+ 12.6%

￭ 売上高YoY+13.2%、QoQ+3.1 % ・ストック売上高YoY+7.9%・クラウド累計MRR成長率YoY+12.6%

￭ ストック売上比率76.2%のストック売上408百万円と収益安定化に向けて、継続成長中

￭ 新規導入や値上げ施策により、売上高、ストック売上ともに予想対比上方にて着地

* 1 ԁⱲ σζχ ˢϷТЄдϯᵫ ˣχ Ϭ Μο▄ * 2   ϼжϳЖⱧỘτΣΪϥІЕАϼ ˢὮⱳχжϱЈрІ ˣχὮᶛ›ὓᶛ

408百万円（+7.9%）

* 3   Ὦⱳᵔ ˢ ʺᵠ Ϭ ΜθὮⱳχжϱЈрІ ΣϢόЮрГЗрІʾ ︢ τνΜοʺ Ὦᵔ τϢμοᾚ ΰθὮⱳ ʺϬ׃ ὮχὮⱳ ὓπ‹׃ ΰο▄ ˣχᵃẠ12ΤὮ ỡ

02．2025年3月期 通期業績

売上高（YoY）

19

ストック売上比率*1

ストック売上（YoY成長率） クラウド累計MRR＊2成長率(YoY) 月次解約率＊3（過去12か月平均）

売上高（QoQ）

221百万円（+3.1%）
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￭ クラウド累計MRRはYoY+12.6%と継続して成長。新規獲得済案件により月次ライセンス料が計画通り積み上がる予定

￭ フロー型からストック型への移行は、当社の現況を踏まえても、順調に継続して移行が進む

* 2ӡϬ◌ּג᾿

2025年3月期 Q4 ストック売上の推移

YoY 

+12.6%

20

02．2025年3月期 通期業績
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￭ 過去12か月平均の月次解約率は0.36%とKPI比でも低水準を維持。

￭ 値上げやクラウド移行に伴い、一定の解約は発生（折込済）

￭ 新経営体制に移行し、プロダクト品質をより安定化、改善活動を実施し、生成AI活用提供含め収益拡大および

高い顧客満足度の維持、継続を実行

* Ὦⱳᵔ ˢ ʺᵠ Ϭ ΜθὮⱳχжϱЈрІ ΣϢόЮрГЗрІʾ ︢ τνΜοʺ
Ὦᵔ τϢμοᾚ ΰθὮⱳ ʺϬ׃ ὮχὮⱳ ὓπ‹׃ ΰο▄ ˣχᵃẠ12ΤὮ ỡ

2025年3月期 Q4 月次解約率の推移

21

02．2025年3月期 通期業績
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エグゼクティブサマリー

2025年3月期 通期業績

中期経営方針（サマリー）

2026年3月期 事業方針と業績見通しについて

事業概要／サービス概要

Appendix

1.

2.

3.

4.

5.

6.

22
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中期経営計画 FY2026-2028

事業計画及び成長可能性に関する事項

株式会社ジーネクスト

（東証グロース市場 証券コード：4179）

2025年3月
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新中期経営計画（FY26～FY28）業績目標

03．中期経営方針サマリー

FY2028に向けて、売上高25億円、営業利益0.90億円の達成を目指す

継続的な黒字化による株主還元施策として、配当の開始を目指し、企業価値向上を実現する

FY2028 売上高

25億円

FY2028 営業利益

0.90億円

CAGR

約55.0%

営業利益率

3.5%

24
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新中期経営計画（FY26～FY28）各事業の目標数値および施策について

以下の目標数値と施策を実行することで、新中期経営計画の達成を目指す

FY2026 FY2027 FY2028

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

Ṍ ⱧỘ 600~650 4~8 710~748 18~23 890~970 43~44

ⱧỘ 370~400 1~2 740~788 2~4 1235~1400 19~20

ṛⱧỘ - - 50~64 10~13 75~130 19~26

合計 970~1,050 5~10 1,500~1,600 30~40 2,200~2,500 80~90

˲ᶆⱧỘχ Ṱ˳
Ṍ ⱧỘˢDiscoveriezˣʿ χזּ ᴟτ‟ᾅβϥⱧỘˢ™ὺ׃ ⱧỘˣ
ⱧỘˢSRM Design Labˣ: TOP LINEτ‟ᾅβϥⱧỘ
ṛⱧỘˢ ṛⱧỘʺM&Aˣʿ σ τ ʾ ⱢβϥⱧỘ

事業 方針 FY2026 施策 FY2027 施策 FY2028 施策

既存事業
(Discoveriez )
ソフトウェア

コスト最適化 価格改定・コスト削減 AI活用推進(提案資料作成、事務処理等) 顧客対応、社内業務自動化拡大

顧客深耕、維持強化 生成AIサービス(Discoveriez AI) 強化 コミュニティプログラム 新サービス/ オプション開発、展開

成長事業
(SRM Design 

Lab)
ソリューション
ハードウェア

マーケット拡大 新規市場調査(ソリューション開発・拡販) PR活動、ユーザープログラム拡充 グローバル展開

売上拡大 市場(ハードウェア)深耕、拡販 既存事業とのシナジー強化 継続改善

新規事業
(事業投資/

M&A)

マーケティング β版開発、テストマーケティング PR活動拡大、立ち上げ(AI DC等) 本格展開

事業投資/M&A 情報収集、市場調査 グループシナジー強化、組織形成 収益貢献、PMI

【各事業別施策】

【各期の事業別収益目標】
ӡʿ ד

☼├ ʿ短期ʾ中長期ʾ事業投資/M&A

* Ṍ ⱧỘχ Ϟ ṛⱧỘχ κ ΥϤ Ϭ― ΰʺϢϤ Τν› σ ằϬ“ΞḢ ΤϣʺйрЅ ꜠τϢϥ ‰ ᵫꜘϬ⅜ ΰοΣϤϘβʻ

03．中期経営方針サマリー

25
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新中期経営計画（FY2026～FY2028 ３カ年計画）目標数値サマリー（重要な経営指標）

売上高

2,500百万円 40%以上

100万円/ 月以上

ストック売上比率

解約率

0.8％未満

売上高成長率

CAGR+50 %

月額顧客単価(平均)

FY2028に向けて、下記数値を重要な経営指標とし、目標達成および安定的な成長の実現を目指す

引き続き、ストック売上の積み重ねによるボラティリティの低い経営を目指す

03．中期経営方針サマリー

26
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当社の事業内容（今後の拡張方針について）

27

￭ 既存事業「Discoveriez」、成長事業「SRM Design Lab」、新規事業「新規事業開発、M&A」の各事業間での連携を重視

￭ 当社の優良クライアント基盤を活かしたマーケットインの視点での課題解決集団となることで収益力を強化

(CRM)

AI

☻ⱦכ◘⁷

☻ⱦכ◘

自社での注力領域 他社アライアンス強化領域 M&A 等による強化領域

AI/ 生成AI・先端テクノロジーの
自社プロダクトへの実装強化

VoC利活用が可能な
マーケティングプロダクト開発

第１次産業を中心とした
DX支援強化

海外でのVoC取得によるDB強化
海外でのマーケティング支援領域

BPaaSを見据えた
ハードウェア等を含めた支援領域

外部ECツール/SFA 等
インプリメント企業との連携

03．中期経営方針サマリー
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

ʾ ᶈ׃ τϢϥḼỘᴣ ΰ
- ṛⱧỘ
- ⱧỘ ὀʺM&Aχ ┤

ʾITФжАЕТ϶˔Эϒχ
- AI/Д˔ЌЂϱϵрІϒχᶨ
- Ы˔ϾАЕФйϱІᴟˢweb3.0ˣ

ʾDiscoveriezχOEM ằ
ʾⱧỘ ὀʺM&AτϢϥⱧỘЄЗЅ˔χ ┤
ʾ ṛⱧỘ τϢϥӗ χ σϥᶈ׃
ʾ ФжАЕТ϶˔Эρχ ὀ
・SRM Design Lab 領域の拡大
・Discoveriez AI の拡販

・「フェーズ２」の施策継続
ʾЫ˔ϾГϰрϽ ᶨ χ
ʾД˔ЌФжАЕТ϶˔Э ʺ

AIᶨ τϢϥД˔Ќ
・既存事業との事業親和性、

収益力の高い新規事業領域参入

「フェーズ2」FY26 – システム・情報の分断を多方面で解決 「フェーズ3」FY27 – データ活用、プラットフォーム化

<

施
策
・
状
況>

<

目
標>

ʾӗ χ׃ ˢ⁷Ⱬᴟˣ
- ᾽ẁ ᴂ ӽӟᵰχ ◕ ᶈ
- ϯжϱϯрІᶈ ˢ / ˣכ◦

ʾТк˔ ♪̠ІЕАϼ ♪ϒχְỘ
ʾ χ  ˢ ̠ḧ ϒˣ
ʾ О˔ЕЗ˔ϯжϱϯрІᶈ
ʾSaaSФжАЕТ϶˔Эᴟχ ˢӗᴣ˷ ṍḧ ˣ
ʾФкЍϼЕО˔ЕЗ˔ϯжϱϯрІếᴟ
ˢ ФкЍϼЕρχОАϾ˔Ѕᵫ ʺ ˣ

「フェーズ1」FY22 – 利用シーン拡大

利用シーン/ 新市場拡大

パートナー拡張

パートナー拡張中

収益化を優先

ˢם )

222 322 374 405→408
420 600~640

880~1,000
495

647 610
673→691

970~1,050

1,500~1,600

2,200~2,500

2024/9/13
新経営体制

開始

売
上
高
ӡʿ ד

フロー売上

ストック売上

ˢὓᵊ) ˢὓᵊ)

新中期経営計画
売上高イメージ

前中期経営VISION を大幅かつ大胆に見直し、着実な収益化とポートフォリオ拡大による企業成長/ 価値向上を目指す

新中期経営方針の3つの事業を中心に、前中期経営VISION の選択と集中を行い、収益拡大を実行

結果、
継続施策

ˢὫᴮʺ☼├ˣ

フロー売上
寄与施策

ストック売上
寄与施策

【新中期経営計画達成に向けた施策について】
・ストック売上：既存事業を中心としたプロダクトレベニューの獲得、成長事業でのサービスレベニューの獲得
・フロー売上：成長事業におけるソリューション、ハードウェア領域でのTOP LINE 獲得
・収益創出・改善：既存事業の収益化、新規事業による収益貢献、コスト改善、財務基盤の立て直し
・全体：経営再建による黒字化を優先しつつ、新収益の柱を期間内にて実現

未達成

定着、深耕中

パートナー拡張中

フロー売上
寄与済/ 進行中

ストック売上に寄与 / 再深耕中

ストック売上に寄与 / 強化中

フロー売上に寄与済 / 継続強化中

ストック売上に寄与

ストック売上
に寄与

フロー売上に寄与

ストック売上に寄与 / 連携強化中

ストック売上に寄与

フロー売上に寄与

ストック
売上に
寄与

フロー
売上に
寄与

新中期経営計画売上高拡大イメージ

前中期経営VISION 達成
ロードマップ

ˢὓᵊ) ϱЮ˔Ѕ

03．中期経営方針サマリー

売上高
ストック売上

上方修正
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ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

中期経営方針策定におけるマーケットポジション想定

上場前（～2021/3 期） 上場後4ヵ年（～2025/3 期） 経営再建・成長期（2026/3 期～2028/3 期）

￭ CRMシステム開発会社から実業も組み合わせた「課題解決集団」へと変貌を遂げ、領域とともに事業を拡張

事業収益化を経営の中心とした多角的な事業ポートフォリオとビジネスを形成、企業価値向上を図る

SRM DL
EC

Other Domain
（Abroad etc... ）

営業
BPO

CRM
（客相/CC ）

CRM
（客相）

オフショア
開発

CRM生成AI

SRM Design Lab

CRM生成AI

29

G-NEXT
G-NEXT

G-NEXT G-NEXT

Other Field
（AI DC etc.. ）

SRM Design 
Lab

CRM生成AI

G-NEXT

03．中期経営方針サマリー
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今後の事業展開構想について

<Business Development Image>

Discoveriez AI （本格販売開始）

Discoveriez Automation (仮)

Discoveriez AI Human (仮)

Discoveriez AI DC （Data Center ）（仮）

Discoveriez IoT Network （仮）

Discoveriez Credit Database （仮）

etc...

￭ ソフトウェア、ソリューション、ハードウェアの3軸を中心に今後の事業を展開

03．中期経営方針サマリー
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クラウド
サービス
レイヤー

データベース
レイヤー

IoT デバイス
レイヤー

Discoveriez
Discoveriez AI
Discoveriez Automation
Discoveriez AI Human
Discoveriez Credit Database

Discoveriez AI DC

Discoveriez IoT Network

￭ ソフトウェア、ハードウェアを組み合わせた事業展開を行い、SRM Design Labでの課題解決手段を拡張

￭ データ、テクノロジー、実業でのアプローチで社会課題の解決に貢献、ステークホルダーDXを実践する課題解決集団となる

ệ ʿ 実装済 ʾ 進行中

03．中期経営方針サマリー
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Discoveriez による
クライアントの課題解決プログラム、データ利活用の促進

（ SRM Design Lab 1.0 ）

AI DC
（データセンター）

フィードバック
/ 改善・実行

データ解析
/ 分析

データ収集

スケールする

事業モデル

システム（祖業）

当社の強み

課題解決手法の

拡張

今後のマーケット

（目指す市場）
APAC / World Wide

将来的に時価総額300億円以上を目指す

CX / DX / AI / ブロックチェーン / 先端テクノロジー / web3.0.4.0 / コミュニティ組成

（SRM Design Lab 3.0 ）

開発力強化
(Acqui -hiring 含む)

営業力強化 新規事業M&A資本業務提携

生成AI / BI / 統計学
（SRM Design Lab 2.0 ）

収益向上
生産性向上

（業務効率化）
データ可視化

（マーケ、与信活用）

中長期での成長方針～「ステークホルダーDXプラットフォーム/ マーケットプレイス」構想～

￭ ソフトウェア、ハードウェア、ソリューションを組み合わせ、収益性、成長性の高いビジネスモデルへ転換

￭ テクノロジーと実業を組み合わせた「課題解決集団」として、国内外をターゲットとし、非連続な成長を図る

Edge computing ／IoT

32
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エグゼクティブサマリー

2025年3月期 通期業績

中期経営方針（サマリー）

2026年3月期 事業方針と業績見通しについて

事業概要／サービス概要

Appendix

1.

2.

3.

4.

5.

6.
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2026年3月期 事業方針 経営再建に向けた直近の活動サマリ

「SRM Design Lab 」、
生成AI、テクノロジー領域で

の事業拡大

「Discoveriez 」
事業の収益化

活動方針

͍

͎

内容

Åᴿ ᵔὨ◦כ ӤϬᶈ βϥάρτϢϤʺ᾽ẁ ΰ ʺ ᶍ׃ ӽ
χᶈ βϥ

ÅО˔ЕЗ˔ρ ὀΰθᴿ ᵔὨ◦כЊзв˔ЄдрϬᶈ ΰʺϼжϱϯр
ЕИ˔Їτ›μθ◦כϬ“ΜʺⱧỘ ӽϬᶈ βϥ

ÅˮDiscoveriez AI˯Ϭ꞊τΰθAI ӽπχ ᵫ Ϭḯϛθᶍ Ϭם“

Åᾖᴣ ὓʺḚ ʺЯИЌзрϽϬ“Μʺ ΰΨЀІЕ ӃϬΰʺ ᴣϬ
ϼжϱϯрЕϒ ΰΨ Ẑβϥ

ÅϼжϱϯрЕρχἸ Ὧχᾋ ΰʺῖ ϬЕАФЍϳрπ“Μʺ ׃
ếᴟ☼├Ϭᶈ βϥ

Åּז ЮрН˔χӪ꜡ᵠ ʺ ḊσςτϢϥ Ӫ꜡ʺ᾽ẁ׃ ếᴟ

ÅФкО˔ϵрЅИϯτϢϥᵫ ᴟχ ṍםᾝχθϛʺ⅜ ρ›ϩδοʺ
ϯϼМϱϯϬ τᾁ Ϭ“ΜʺᴶΫϥᵫ ϒχ Ϭ Ϋϥ

Å ׃ ếᴟ˹ᶴ︠ Ω׃ ᴟτϢϥḼỘᴣ ΰ χθϛτϜʺ Ộρχḩ
ʺІЕ˔з˔ χΚϥⱧỘϒχ╥ ʺЫ˔ϾАЕᵫ Ϭם“βϥ

新規事業参入、
M＆Aを活用した成長

͏

目的

ÅṌ ᾽ẁṁ Ϭᶨ ΰθᴿ
ᵔὨ◦כ Ӥχᶈ ʺ ׃
UP

ÅˮDiscoveriez˯1 Τ
ϣχ ẀτϢϥ ṛϼжϱϯ
рЕᶍ ʺ ᾅ‟׃

Å τ ⅜▄ⱧỘπΚϥ
Ộχ ʺᴟ׃ ⱫӛὯ

Å ᶎσᾖᴣὓ▄τϢϥ ΰΜ
ЀІЕ Ӄ

Å ᵔ Ὃ τϢϥІЕАϼ
χếᴟ

Åᵫ χᵰ Ӣ ẀτϢ
ϥ ᴟχếᴟʺЀІЕ⌡ᾚ

ÅṌ ⱧỘρχḩ χΚϥ
ṛⱧỘϒχ╥

ÅḼỘᴣ ΰ

￭ ソフトウェア：現状、赤字の要因となっている祖業「Discoveriez」事業の収益化、「Discoveriez AI」のマーケット開拓

￭ ソリューション： 「SRM Design Lab」により既存顧客基盤からの周辺領域予算獲得、新規クライアント基盤開拓実行

￭ ハードウェア＆ソリューション：既存事業との事業親和性、収益力の高い新規事業領域参入

（AI ×データセンター、ブロックチェーン、web3.0/4.0など）

￭ 人材：プロパーエンジニア獲得による内製強化のための、M&Aおよびアクハイアーを検討、「稼げる」開発体制へ

状況

進行中

重点対応中

進行中

進行中

今後加速

調整中

加速

進行中

34

フロー売上 寄与施策

ストック売上 寄与施策

シナジー重視、開発力強化

04．2026年3月期 事業方針と業績見通しについて
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2026年3月期 業績見通し

35

科目
金額 構成比（％） 金額 構成比（％） 増減額 増減率（％）

売上高 691 100 970～1,050 100 +278 ～+358 +40 .2～+51.8

売上原価 487 70.2 - - - -

売上総利益 204 29.7 - - - -

販売費及び一般管理費 378 47.7 - - - -

営業損失（△） △174 - 5～10 - +179 ～+184 -

経常損失（△） △189 - - - - -

四半期純損失（△） △218 - - - - -

ˢỲᶛʿ ˣד

2025/3 期 通期 2025/3 期 通期予想 前期比

基本方針/ 戦略

・売上高、営業利益の目標実現に向け、現在赤字要因である「Discoveriez 」事業の再建、黒字化
・AI/ 生成AIの全社徹底活用による売上拡大/ 売総率UP/ 人的作業削減/ 固定費圧縮による収益化貢献
・財務基盤の建て直し（与信リスク/GC 注記記載の解消、事業別原価管理徹底、営業利益創出）
・新規事業投資による新収益拡大、営業とエンジニアを中心とした採用、業務提携強化

￭ 中期経営方針（P.13参照）に基づき、業績見通しを策定。2026年3月期にて黒字化を実現し、企業価値向上に努める
￭ 売上高：既存事業の成長率や改善、新規案件・マーケット開拓における競合・市場環境、GC注記の影響等を考慮、

￭ 営業利益は、既存事業の収益力強化・オペレーション効率化を進める観点から、ともにレンジ方式での開示を採用

04．2026年3月期 事業方針と業績見通しについて
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2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期
2025年３月期

（実績）
2026年３月期

（目標）

ストック売上（百万円） 150 194 222 322 374 408 420~450

月次解約率(%) 0.00 0.19 0.03 0.28 0.14 0.36% 0.8%未満

売上高成長率(%) 4.2% 64.1% -42.8% 31.1% -5.6% 13.2% 50%以上

（参考）MRR（百万円） 14 17 21 31 33 34 -

* 1  Ὦⱳᵔ ˢ ʺᵠ Ϭ ΜθὮⱳχжϱЈрІ ΣϢόЮрГЗрІʾ ︢ τνΜοʺ
Ὦᵔ τϢμοᾚ ΰθὮⱳ ʺϬ׃ ὮχὮⱳ ὓπ‹׃ ΰο▄ ˣχᵃẠ12ΤὮ ỡʻ

財務指標KPI（重要な経営指標の裏付け）

開示予想数値の
達成予定

36

成長性、収益性、効率性をチェックする財務KPI：ストック売上

成長性に影響する事業KPI：月次解約率*1、売上高成長率

￭ クラウドMRR成長率が伸長していることから、ストック売上を財務KPIとしております

￭ 新たにSRM Design Lab事業成長率が著しく伸びていることから、売上高成長率を事業KPIに追加しております

04．2026年3月期 事業方針と業績見通しについて
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新中期成長計画（2026/3 期(FY2026) ～2028/3 期(FY2028) ～投資方針～

37

「成長投資」・「財務健全性」・「株主還元」の3つの視点から
適切なキャピタル・アロケーションを定め、中期経営計画を実現していきます

成長
投資

財務
健全性

株主
還元

３つの最適バランスによる
企業価値向上

ʾὊְ™ὺτϢϥ⁷Ⱬᴟʺ ṍὊְὓᵊ τΰΪʺ ⱢϬ
ʾṌ ⱧỘρ χΚϥ ṛⱧỘτ Ɫ
ʾΚΨϘπʺὊְ™ὺτϢϥ⁷ⱫᴟϬ ΰʺ Τν τ Ɫ Ϭ“Ξ

ʾ︠σ Ɫ ӽ
- DiscoveriezⱧỘχ ᴟτṄ׃ βϥ ᵠל
- ∙⅜ ʺ ™ ˢЈ˔иІ̍Ы˔ϾГϰрϽΣϢόϵрЅИϯˣ
- M&AˢϯϼМϱϯзрϽḯϚˣ

ʾὊְ™ὺτϢϥ⁷ⱫᴟϬΩ ΰʺⱢ ῟ Ϭ‰ϛϥ
ʾ ṍὊְὓᵊ Ⱳτψ∞ ὲ χΚϥᵓּזϒχ Ϭ Ϋϥ
ʾ ׃ ϒל ṍ ḊΰʺⱢỲ ︣ Ϭ ῲΨⱱοϥϢΞʺ Ⱬτάιϩμθ
ὊְϬ βϥάρπʺ ˑ χ №Ϭᵔ

ʾ2026 3Ὦṍӟ‭χὋ σ⁷ⱫᴟϬ βϓΨʺ ṍὊְὓᵊϬ├
ʾᶴ︠ χὋ ẉόᶈ Ϭ ◙β
ʾ ṍὊְὓᵊ Ⱳτψʺᶴ︠ ᵫ◐Ϭ ◙ΰʺІГ˔ϼШиЍ˔χᵧήϘ
ρρϜτʺὋ σḼỘᴣ ΰ Ϭםᾝβϥ

成長投資

財務健全性

株主還元

04．2026年3月期 事業方針と業績見通しについて



©G-NEXT Inc. Al l  r ights reserved.

株式会社舞花との資本提携後の投資実行方針および連携について（進捗状況更新）

シナジーその１

・当社が参入できていない企業ガバナンス関連案件や

スタートアップ案件でのDiscoverie zおよびAIの利活用

シナジーその2

・経営、営業などの支援として、当社の収益安定化に向けたコンサル

ティング、業務提携先の共同開拓サポート

シナジーその３

・資本提携および業務提携先の共同開拓における、資金力の増強及び、

サービスのアップデートなど

■連携スキームイメージ図

■舞花社との業務支援合意内容

￭ 増資後の経営再建を優先実行するため、運転資金への充当を行いながら、まずは、Discoveriezの品質改善が進んでおり、

今後は、Discoveriez AIへの本格的な投資と合わせて、人材採用・組織再整備への投資を並行し、収益改善を図る

38

■資金調達における資金使途充当状況

資金使途の目的 充当金額
（百万円）

充当内容

「Discoveriez 」における品質
改善・AIプロダクトへの投資

70
「Discoveriez 」における品質改善にかかる

業務委託費用・AIへの研究開発費用に充当

人材採用・組織再整備 4
組織再整備にかかる人事制度構築費用・
人材採用費用に充当

運転資金 132 円安で高騰するサーバー代や社内人件費に充当

内容 状況

① 新規サービスに関するコンサルティング 進行中

② 当社との親和性の高い業務提携先の紹介及び共同開拓 重点加速中

③ M&A 案件の紹介、及びターゲットをリストアップした上での

当社からの能動的なM&A 提案活動に係る支援
加速中

④ 人材採用・人材強化に係る支援 進行中

⑤ IRに関するアドバイスの提供、IR支援、投資家の紹介 進行中

04．2026年3月期 事業方針と業績見通しについて
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エグゼクティブサマリー

2025年3月期 通期業績

中期経営方針（サマリー）

2026年3月期 事業方針と業績見通しについて

事業概要／サービス概要

Appendix

1.

2.

3.

4.

5.

6.
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会社概要

2021年3月25日 東証マザーズ市場上場

2022年4月 4日 東証グロース市場に移行

証券コード：4179

株式会社ジーネクスト[G-NEXT Inc.]

設立 2001年7月

資本金 8億3,379万円

事業内容 ステークホルダー（SRM）DXプラットフォーム

｢Discoveriez｣の開発・販売

顧客接点データを活用したBI/AIの開発

資格

本社所在地 東京都千代田区平河町２丁目８－９ HB平河町ビル３F

加盟団体 一般社団法人日本クラウド産業協会 （ASPIC）

一般社団法人日本コンタクトセンター協会（CCAJ）

公益社団法人消費者関連専門家会議 （ACAP）

特定非営利活動法人日本データセンター協会（JDCC）

生成AI活用普及協会（GUGA）

プライバシーマーク付与認定

情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）

40

代表取締役 村田実

取締役 小林潤一

取締役 小沼忠國

取締役（社外） 江頭敬太

取締役（社外） 高橋智

監査役（常勤） 信原寛子

監査役（非常勤） 齊藤友紀

監査役（非常勤） 江本卓也

役員一覧

05．事業／サービス概要
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コミュニティ

web3.0/4.0

パートナー

顧客

生活者

当社

プラットフォーム提供

コミュニティ形成支援

製品改善・新機能開発

顧客への新たな価値創造

（ローコード開発・製品コラボ等）

ビジネス拡大/ 協業

生産性向上・ビジネス/ 収益拡大・企業価値向上

顧客体験（CX）・顧客満足度向上

三方よしの実現

意見交換・ビジネスマッチング

*SRMρψʺStakeholders Relationship Management χ πʺ᾽ẁʺᶴ︠ʺ ỘԌʺ︡ԏ ʺ ӽּזᵓʺ῝ ṐḩσςΚϣϠϥІГ˔ϼШиЍ˔
ḧχḩἰϬᴦ♪ᴟʺЄ˔ЭйІτԁᾕḚ ΰʺᶆІГ˔ϼШиЍ˔Υ Ṑ τẸ βϥḕẽϬ ΠϥITЊзв˔ЄдрϬ◙ΰϘβʻ

事業領域「SRM* （Stakeholders Relationship Management ） 」

41

¬ χITτΣΪϥˮ χ ˯ºϬσΨΰʺḼỘΥ θσẵ Ϭ κ ϥέ◦כϬΰοΣϤϘβʻ

￭ 当社が目指す「SRM（Stakeholders Relationship Management ）」の概念図

05．事業／サービス概要
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￭ 「ステークホルダーDXプラットフォーム事業」の単一セグメントで下記の構成で事業を展開

￭ クラウド事業(Discoveriez)を中心に生成AI活用支援(Discoveriez AI)、付加価値創出(SRM Design Lab)に注力し、売上比率が拡大中

当社の事業内容

ʾІГ˔ϼШиЍ˔DXФжАЕТ϶˔ЭˮDiscoveriez˯

ʾ AIᶨ ˯ФжАЕТ϶˔ЭˮDiscoveriez AIכ◦

ʾ᾽ẁᴣ Ặ ἷФкЅϴϼЕˮSRM Design Lab˯

ʾ᾽ẁ Ḛ Ђ˔РІˮDiscoveriez Credit Databaseˢᴠˣ˯

* г˔Ѓ˔χ☼ χ  τṐṀϬ ΰοЄІГЭϬ ʾ֫ βϥάρ

提供サービス

提供経路

ʾϼжϳЖⱧỘ

ʾϷрФйⱧỘ

事業成長イメージ

ˮDiscoveriez˯χϼжϳЖἷ ằ
ˢ ṍ ˣ+жϱЈрІ τϢϥ ЯДи׃

̞ ẛ ằ ὉЯДиˮCRMotion˯ψʺ2026年9月末に完全終了予定
Discoveriez への移行提案加速中

ˮDiscoveriez˯χϷрФйЬІ*ἷ ằ
ˢ ṍ ˣ˴ЮрГЗрІʾ ︢ τϢϥ ЯДи׃

クラウド事業
（現状）

クラウド事業
（中長期）

オンプレ
事業

+ 付加価値
「SRM Design Lab 」

+ 付加価値
「SRM Design Lab 」

「Discoveriez AI 」

̞ ᴝ ꜡Б˔иˮBizVoice˯ψʺ
「Discoveriez AI 」へ Version UP完了、移行提案加速中

42

新規事業による事業拡大
（M&A 含む）

05．事業／サービス概要
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￭ システム・データ・組織システム・会社といったあらゆる情報を横串で

「つなぐ」「まとめる」「活用する」ことで、日本のITにおける「情報の分断」を解決していきます

実現する世界

・ステークホルダー間の円滑なコミュニケーション促進

・一貫性のあるカスタマーサポート

・カスタマイズされた顧客体験・CX

・全社横断でのDXによる効率化

・イノベーション（新規事業・新規開発等）

プロダクト/ サービスが目指す世界

業務
効率化

売上
UP!

サービス
顧客体験

改善

43

部門ごとのバラバラな情報 部門ごとで属人化した業務

部門ごとに散在する

顧客接点情報

部門ごとでバラバラに使う

システム内の情報

情報の一元化

適切な情報利用

ワーク

フロー

ワーク

フロー

Discoveriezを中心に企業内外の情報が循環（概念図）

情報の一元化

適切な情報利用

社内外で発生
する情報の分断を

つなぐ

まとめる
活用する

05．事業／サービス概要
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(CRM)

AI

☻ⱦכ◘⁷

☻ⱦכ◘

当社の事業内容（課題解決手法のラインナップ）

￭ Discoveriez利用シーンの拡大を推進する中で、自社プロダクトに加えパートナーとの複数領域での共創により、

クライアントへの本質的な課題解決を実行支援

￭ クライアントからの声をもとに、DX・CX／VOCの課題解決に向けメニュー化

44

05．事業／サービス概要
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当社の事業内容（付加価値の創造「SRM Design Lab 」）

45

SRM Design Labψʺ

Ộӟ ʺ᾽ẁ ᴂЄІГЭτ︡Ϥ ϭπΦθЅ˔КϼІЕχ

ὊᾓϬϜρτʺ᾽ẁᴣ ϬםᾝβϥθϛτʺẁḢ σ♪

πỘ Тк˔ρЄІГЭТк˔Ϭ ΰʺḼỘτΣΪϥ ל

σᴿ ᵔὨτΰΪθ▫ ϙ⌠ϤϬ βϥЂ˔РІכ◦

業務効率化・収益アップ・競争力強化における

IT戦略企画～運用後も含め、継続的に伴走型支援

￭ ステークホルダーと顧客価値(カスタマーバリュー)の創造につなげる共創型の取り組み「SRM Design Lab」

▪

SRM

Design Lab

05．事業／サービス概要
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当社の事業内容（付加価値の創造「SRM Design Lab 」）

46

￭ より多くの生活者やクライアント様の「声」の収集とそれらの企業活動への利活用を、ステークホルダーと共に考え、

顧客価値(カスタマーバリュー)の創造につなげる

顧客対応業務の課題

᾽ẁ ᴂỘ ψГϼЛкЅ˔ϞЀЬвИϾ˔ЄдрЎаКиχ ρρϜτ‰ ᴟΰʺ

ʾЄІГЭʾГϼЛкЅ˔χ ὀʾꜛ ἷAIτϢϥḁ ꜛᾪᵔὨϬ ◙β᾽ẁ ᴂ

Тϴ˔Їϒ ΰʺ᾽ẁ ᴂτΣΪϥḼỘᴿ Ϝ ╛ᴟʾ ᴟʻ

コミュニティ

Web3.0/4.0

パートナー

顧客

生活者

当社

【サービス提供イメージ】

・伴走支援サービス

ϼжϱϯрЕ χРЅКІᴿ χᵔὨτΰΪθΩ σО˔ЕЗ˔ḼỘϬ ᵒΰʺ

ζχῇχӛὯḚ ΤϣД˔Ќ ᶨ χ ӛϘπԁṓ Ḥπ◦כ

・各業種・業界との対話

᾽ẁ ᴂχᴿ Ϟ ᶨּיχ χ τḩβϥ ʾẶ χ χ

・Discoveriez の機能開発・改善、パートナーとのコラボレーション

᾽ẁ ᴂχᴿ Ϟ ᶨּיχ χ τḩβϥ ʾẶ χ χ

・生成AIを活用したサービス

ꜛ ἷAIτϢϥḁ ꜛᾪᵔὨϬ ◙β᾽ẁ ᴂ* ⌠זּ ᵵ

05．事業／サービス概要
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伴走支援サービスイメージ

クライアント IT戦略

企画
プロセス

システム
構築

プロセス

要件定義
プロセス

運用・保守
プロセス

パートナー

当社 IT戦略策定
データ利活用

IT戦略具現化
要求仕様

ЄІГЭ 
ФкЅϴϼЕЫКЅЮрЕ

ЄІГЭ֫
ᴥṐ ʾЄІГЭ ὀ

システム定着
（伴走型／常駐型）

各業種・業界との対話

伴走支援サービスイメージ

ЄІГЭᵫ

ЄІГЭᵫ ὓᵊ

ФкЅϴϼЕְ֫

ᵰ ὀ

МрЇϷр◦כʾBPO

ЄІГЭᵫ ʾЄІГЭ ὀⱧỘ ʺζχ ḩ βϥᶆ χ├

Д˔Ќ ᶨ ЀрЂиГϰрϽ Ộ ῟ ᴟ◦כ

SRM Design Lab

￭ SRM Design Labを発表後、Discoveriezでのプロダクトレベニューに加え、SRM Design Labにおいて

サービスレベニュー獲得により、マーケット全体からの収益獲得、収益力強化を実現

Ы˔ϾГϰрϽД˔Ќʾ כ◦

etc˜

ЀжЩй˔Єдрχᾁ

etc˜

МрЇϷр◦כʾBPO

etc˜

改善
プロセス

「SRM Design Lab 」対応領域

47
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etc˜ etc˜

etc˜

etc˜

日本アバイア
̞Microsoft Outlookʺ
GmailʺϯиТϮЮ˔и ʺ
ϼжϱϯрЕ χЮ˔и
ρχ σ ὀϬםᾝ

「SRM Design Lab 」のパートナー ※一部抜粋

￭ 他システム連携や、パートナーとのパッケージメニューのリリースも随時発表予定

￭ パートナー経由で地方自治体やインフラ事業者、EC系クライアントにも続々とDiscoveriezと併用でのご利用が加速

48

CTI・SMS・音声認識

販売・提携パートナー

分析（BI） Database・ETL

Mail

Chat

日本アイラック株式会社

業種別SaaS

etc˜

etc˜

05．事業／サービス概要
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プロダクト / サービス概要（「Discoveriez 」について）

ステークホルダーDXプラットフォーム

企業内のステークホルダーとの

情報連携・情報一元化、検索・分析に優れた

クラウドサービス

各組織での業務効率化、情報利活用を促進！

49
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Discoveriez の活用効果

自動アラートにより

インシデントや対応漏れを検知

今ある他システム情報と連携し

必要な情報を簡単に検索

情報連携したい担当者・部署へ
適切に連携、

AIやビッグデータ活用による
VOCデータの活用促進

企業内外で発生する情報の一元管理 ステークホルダーへの情報共有

￭ 使いやすいUI/UX、利用シーンに合わせた機能（パーツ）をノーコード・ローコードで組み合わせ、短期間導入を実現

￭ 業務効率化をはじめ、顧客体験の改善、売上UP、収益化を促進

50

社内外で発生
する情報の分断を

つなぐ

まとめる

活用する

メール・電話・チャットの

やり取りの履歴を一元管理

05．事業／サービス概要
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業界、業種ごとのDiscoveriez 導入実績

51

05．事業／サービス概要



©G-NEXT Inc. Al l  r ights reserved.

￭ 各業種・業界のリーディングカンパニーを支援

￭ 社内外のステークホルダーとの情報のやり取りが多い業種・業界からご支持いただいております

サントリーホールディングス
株式会社

導入実績

52

Manufacturer

Retail / Restaurant

Contact Center／BPO

ˢ᾿ ᴝ ˣ

鈴与カーゴネット株式会社

株式会社
ユニオントラスト 日本アイラック

株式会社

Insurance

Others

Infrastructure / Developer

Media

05．事業／サービス概要
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自動アラートにより

インシデントや対応漏れを検知

今ある他システム情報と連携し

必要な情報を簡単に検索

情報連携したい担当者・部署へ適切
に連携、AIやビッグデータ活用によ

るVOCデータの活用促進

企業内外で発生する情報の一元管理 ステークホルダーへの情報共有

社内外で発生
する情報の分断を

つなぐ

まとめる

活用する

メール・電話・チャットの

やり取りの履歴を一元管理

Discoveriez AI

電話終話後に、CTI上で音声認識と要約が生成され、Discoveriez上で自動取得され、問い合わせ内容の項目に自動反映、

文字起こしのデータと要約情報をDiscoveriez（CRM）上で管理

「Discoveriez AI」 概要について

53
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©G-NEXT Inc. Al l  r ights reserved.©G-NEXT Inc.  Al l  r ights reserved.

05．事業／サービス概要（新サービス「Discoveriez Automation 」）

SRM Design Lab 生成AI活用に関連する取り組み状況について

￭ DiscoveriezとDiscoveriez AIの組み合わせにより、クライアント内部の情報管理や生活者への新たな体験を実現する

新サービス、「Discoveriez Automation」β版の提供を開始

￭ 第一弾：流通小売、外食産業クライアントさま向けに、店舗での顧客対応における省人化を目的にβ版として、提供を開始

現在、効果検証（PoC）に向けて提案中

￭ 第二弾：同業種向けに実店舗における生成AI、IoTを活用した顧客の購買体験向上ソリューションを提供予定

ˮDiscoveriez Automation ˯ѝ χЂ˔РІᵵ

顧客体験向上、顧客対応省人化イメージ 顧客からの問い合わせ、社内対応等の省人化イメージ

54
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プレジィール様と協同で「Discoveriez 」を導入

株式会社プレジィール

ˮGRAMERCY NEWYORKs ϽжЫЄ˔Ив˔е˔ϼˣ˯ʺ
ˮFOUNDRYˢТϮϳрЖз˔ˣ˯ʺˮAUDREYˢϷ˔Жз˔ˣ˯ʺ
ˮTartineˢЌиГϰрˣ˯ʺˮἨϥНЌ˔Sabrina˯σςʺ
ζϦηϦτ ꜛχᾤ ϬⱱμθУжрЖϬ ᵫΰʺḼᵊʾ ʾ ϘπϬ
ԁḤΰοꜛּזπ︣ᶝΪϥ ᴽ◓Ю˔ϸ˔

VOCを軸としたシステム構築の第一弾の施策として2024年7月より段階的に
「Discoveriez 」の導入を開始。

̙᾽ẁ ᴂД˔Ќχ ρ ›ˢDBᴟˣ
УжрЖέρτ ╩ΰοΜθ Μ›ϩδ Ϭ ›Ḛ ΰʺ

Τν ᶎσ ᴂϬםᾝʻ

̙ᴂ ІГ˔ЌІχᴦ♪ᴟ
Μ›ϩδχ ệϬԁ π Ӄᴦ τΰʺᴂ χΰל Ϭ ◙βʻ

̙Σ ϛχᾠ χּז ᾋΠϥᴟ
᾽ẁΤϣχЪЅГϰУσТϰ˔ЖНАϼϬ ᾝ πẶ ΰЯЎЦ˔Єдрΰ
ρ ᵠל Ϭ ʻ

̙ ᴟχᵔ ρ ל ԁ
ỘᵦχЛϳМϳϬᶨ ΰννʺ῟ ΤνΩ σЀІЕπχ  Ϭםᾝʻ

※今後の展望：
第二弾として連携ダッシュボード化の連携支援、製造、店舗の最前線にも
顧客の声の活用の文化を浸透させる取り組みを加速化

Discoveriez 導入の目的

百貨店や空港を中心に多角的な店舗展開を進める一方、店舗、ECサイト、メールを
通じたデジタルチャネルでの顧客対応が急速に拡大。

急速な市場環境の変化に伴い、顧客接点から得られる顧客の声（VOC：Voice of 
Customer ）を経営と現場双方で活用し、顧客満足度向上と事業の更なる成長を図る
ための仕組みづくりが急務となっており、顧客の行動履歴管理・VOCデータベースと
して汎用的に利用できるツールとしてジーネクストの「Discoveriez 」を採用。

Discoveriez 導入の背景

55
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セールス専用
修理手配

LINE WORKS
アプリ

①案件登録

④LINE に
完了通知

営業側はLINE 上で

修理依頼・完了通知確認

ができるように

コールセンター、修理担当者、営業のワークフローをつなぎ、

修理対応における業務効率化、収益化に貢献

カスタマー
センター

修理担当

②コールセンターが
作業者手配

③出張修理情報を現場
作業者が完了処理

セールス向けLINE WORKSアプリとDiscoveriez のデータ連携の実現事例
05．事業／サービス概要（Discoveriez / SRM Design Lab 導入、パートナー共創事例）
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株式会社ワールド様 「お客様の声を中心とした事業活動支援のシステム構築」をご提供

アンケートCMS、

ダッシュボードツール

オプション

問い合わせ情報

顧客情報

データベース

顧客アンケート

（店舗・EC）の集約

ステークホルダーのお声

（店舗・EC・HP・TEL…）

BI（分析結果）での

可視化

価値改善

店舗やEC等でバラバラに管理されていたステークホルダーの声の入口やツールを統合し、Discoveriezへ集約
販売チャネルに関係なく、ステークホルダーのお声をダッシュボード（BIツール）へ反映

リアルタイムかつ最適な粒度での情報が経営の中核となるデータとして活用

接客改善

商品改善

SRM Design Labとして上流から運用支援までをトータルでエグゼキューションからサポートまでを対応中

データ統合（情報集約）・加工

経営

販売

商品
企画

事業課題の

早期解決を促進

目的に応じた各チャネルの改善・導入

<提供イメージ>

更なる運用改善を経て、「お客様の声を中心とした経営の実現を推進する企業様のニーズ」に応えるパッケージ化

05．事業／サービス概要（SRM Design Lab クライアント共創事例）
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株式会社 QTnet 様 「営業管理システム構築」をDiscoveriez にてご提供

各営業担当者のアクションがわかりやすくなり、

部署をまたいだ営業担当者の履歴管理を実現し、

ナレッジを増やし、売り上げにつながるアクションへ

営業ツールが部分最適化されており、複数サービスの

横並びでの他の営業担当者の活動履歴が取得しにくい

リストの最新化が

なかなかできない。

営業担当者ごとに

顧客エクセル表を管理

予実管理と商談情報が

別のシステムや

別のエクセルで管理

売上に直接紐づかない

継続的な顧客関係構築

の情報が見えにくい

課題

営業初期段階 SFA CRM

商談

情報の分断 情報の分断

リード獲得

リード育成

商談獲得

商談

提案・見積提示

導入

問合対応

顧客対応蓄積

解約防止・アップセル

ᾋ₅᾽ẁ
ϒχ

ϯϼЄдр

ḩἰ 
ϯϼЄдр

複数のシステムに

散在する情報を紐づけ

情報紐づけ

・リード顧客マスタ
・顧客情報、活動履歴
・予実管理 として情報活用

・お客さまマスタ

・代理店マスタ

・商品マスタ

Ṍ ᾽ẁ
ϒχ

ϯϼЄдр

・管理会社マスタ

・物件マスタ

・社員マスタ

情報活用

営業情報の蓄積を目的とした営業履歴を集約・管理するシステムの構築

（複数システムのマスタの情報一元化）

As ïIs To - Be

05．事業／サービス概要（SRM Design Lab クライアント共創事例）
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伴走支援サービス

顧客対応の戦略立案・構築

サイト修繕支援
自社ECサイトを立ち上げるため、より専門性の高い対応ができる
BPOの切り替えを検討。

Discoveriezに蓄積したVOCデータ（3年分）のクローリング作業お
よび、商品単位、問合せ単位での傾向値の解析を実施。
クライアント様は、その情報をもとに、ホームページの
「よくある質問」のFAQページ改修の素材として活用。
点在していた情報を整理し、より使いやすいWebサイトへの進化を
支援。

×

システムとBPOコールセンターのあるべき姿の設計を行い、
Discoveriezの導入とカスタマーセンターの構築を実現。

カスタマーセンター運用最適化

Discoveriez導入

データ分析、利活用

スクレイピング(クローリング)

FAQ改善

05．事業／サービス概要（SRM Design Lab パートナーとの共創事例）

製造メーカー様 カスタマーセンターにおける戦略立案から運用・改善まで一気通貫の支援

￭ カスタマーセンターの構築、システム導入から、導入後の改善提案まで一気通貫で対応し、

新たなマーケット開拓の下支えや、顧客対応における業務品質の向上を実現

上流支援～Discoveriez 導入

下流支援

< 提供ソリューション> < 解決アプローチ>

59



©G-NEXT Inc. Al l  r ights reserved.©G-NEXT Inc.  Al l  r ights reserved.

エグゼクティブサマリー

2025年3月期 通期業績

中期経営方針（サマリー）

2026年3月期 事業方針と業績見通しについて

事業概要／サービス概要

Appendix

1.

2.

3.

4.

5.

6.
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ガバナンス（取締役・監査役）体制

61

︡

村田 実
MINORU MURATA

1988 12Ὦ7

2011 ʺḩ ᶘ ỘῇʺΊ Ͻи˔ФτοʺOAṐṀְỘτ Ⱨ
ΰθῇʺДЅЌиϹй˔ЅϽи˔Фτο ▀ỘᵦΰΪτ ⌠ʾЮД
ϰϯНϱϱрϽʺЫ˔ϾГϰрϽ◦כʺϼжϱϯрЕρχ ṛⱧỘᵫ
ϘπϬ ῲΨὊᾓʻζχῇʺ DYДЅЌиˢᾝHakuhodo DY

ONEˣτοʺДЅЌиФжАЕТ϶˔Ы˔ ρΰοʺ ˑσϼжϱ
ϯрЕτ ΰʺϷржϱр/ϷТжϱрχ ›Ы˔ϾГϰрϽ ӛʺ֫
ϘπԁḤΰο ʻϘθʺДЅЌи τ ᴟΰθ◓ᵓּז
τ Ⱨʻ2018 12Ὦτ τ╥ᵊΰʺְỘזּ ʺρΰοיּ Ϭᾃ

ԏʻӟ‭ʺЀ˔иЈрЌ˔ ӽϒχ ṛⱧỘᵫ ϞSRM Design Lab
χ κ Ϋ Ϭם☼ʻ™ ʺְỘḚ τ μθῇʺḚ Ḛ ϬὊοʺ
2024 9Ὦ ︡ ʻ

︡ ˢ ʾЂЪ˔ЕḚ ˣ

小林 潤一
JUNICHI KOBAYASHI

1984 11Ὦ14

︡ ˢᵫ Ḛ ˣ

小沼 忠國
TADAKUNI KONUMA

1984 07Ὦ23

︡ ˢּזᵰˣ

江頭 敬太
KEITA ETO

1985 05Ὦ09

︡ ˢּזᵰˣ

高橋 智
SATORU TAKAHASHI

1972 03Ὦ17

2007 ԅ ᶘ ỘῇʺЕеЌꜛ τזᶴ꜠ᵓּכּ ∏כʻּזּ ◓ ῈЄ
ІГЭχᵫ Ộ Ϟᴠ Ἃḧ πּכ Ϭ “ήδϥЄЬвй˔Єдрḕẽ 
χṪ ӽτΣΜοʺ MIRAIכּ Ϟꜛ ֫ כּ∏ χᵫ ם Ϭ

ⱱνʻ2019 ˙2021 τψʺ ṛⱧỘḼᵊ τΣΜοʺЯРзГϰτḩ
βϥЯНϱиϯФзϾ˔ЄдрχЫ˔ϾГϰрϽʺְỘʺᵫ ϬὊᾓʻ

2021 8 ὮτψбЫЯз ⱧˢᾝY&K VENTURE PARTNERSx τΣΜοIT
ЀрЂиГϰрϽⱧỘχ ρΰοיּ Ⱨΰθῇʺ2023 10 ὮϢϤ Τזּ
ϣDiscoveriez χỘכ◦ Ӧ Ϭ Ϊϥʻ2024 7 ὮϢϤ ʺτ╥ᵊΰזּ

ʾЂЪ˔Е ρΰοיּ Ộπ μθᾖᴣḚ χ▫ ϙᴟϬ︠ ΰʺ
2024 9Ὦ︡ ʻ

2007 τ πᶴ꜠ᵓּזсϰрϼІτ ʻזּ ︣ ỘΰΪPOSЄІ
ГЭʾ᾽ẁḚ ЄІГЭχ ṛᵫ Τϣ֫ ϬԁḤΰο ʻ2015
τꜛ Υ Ϭ ϛϥ Ϭ ΰʺṪ ιΪπψσΨὊְּיρΰο
χ♪ Ϝⱱκ›ϩδʺ χ ︣WebὉḼỘχ ṛⱧỘ κ ΫϞʺ
ЄІГЭзФйϱІӛὯτ Ⱨΰʺ ᴞ Ϭ ϩσΜ ῲΜᵫ ֫
ІϺиρЫКЅЮрЕ ʺᵤᵰẤ πχϷТЄдϯᵫ χ ᾋϬ
ΰʺ ˑσϼжϱϯрЕχᴿ ᵔὨτ‟ᾅʻ2023 4ὮϢϤ τזּ

Ộ Ӧ ρΰο╥ᵊΰʺФкЍϼЕ №χᵔ ϞЀІЕ⌡ᾚτ‟ᾅʻ
ᵫ χ™ τ︡Ϥ Ϛʻ2024 9Ὦ︡ CTO ʻ

2009 ᶴ꜠ᵓּז τ ʻְỘזּ τοТϮАЄдр ︣ʺ‚Ἃᵓּז
Ϭ ʻζχῇʺᶴ꜠ᵓּזϯϱІЌϱиτοⱧỘ τע ⱧʻЦрЎа

˔ϺаСЌиϬὊοʺ2013 ᶴ꜠ᵓּזIROYA Ϭ ỘʻϺвй˔ЄдрЀЫ
˔ІⱧỘʺOMO-SaaSⱧỘϬְ֫ΰʺ ︣ⱧỘᵓּז σςρχⱢזּ Ộ
ὀσςϬ“ΜⱢỲ Ϝם“ʻSystem Service πGood Design
ˢ2015ˣʺ ᶘρχ▀ᶘ ὀʺRed Herring top100global( 2017)τ ʻ
2018 TOPPAN ᶴ꜠ᵓּזϒOMO-SaaSⱧỘϬϸ˔УϯϳЕΰʺ ᶴ꜠ᵓ
Monoposχזּ ʻ2020 4ὮМрЇϷрἷЀрЂиГϰрϽϬ꞊τΰ
θᶴ꜠ᵓּזANONϬ Ộʻ ⱲϢϤᶴ꜠ᵓּזG-NEXTτ ⱧΰʺIRϞⱧỘ
ὓᵊ├ ʺSRM Design Lab χ κ Ϋσςτ Ⱨʺ2024 9Ὦּזᵰ︡
ʻ

1995 ʺ ᶘ ᶘ ◊ᶘᴬ Ộʻ῝ ᾁ₰●ʻᶴ꜠ᵓּזм˔
ϼІϯФзϾ˔ЄдрЇϬψαϛ χⱧỘᵓּזπχ∞ Ὂ Ộ Ϭ
Ὂοʺᶴ꜠ᵓּזІЌ˔ЕЕϲДϱˢᾝᶴ꜠ᵓּזZOZOˣ ЫЃ˔Ї

Ⱳχ Ộ τ Ⱨʻ τΣΜοʺὊְḚזּ ρΰοḚ
Ϭ ʻ2010 τ ם ϯϼкІЃЄזϬ“Ξᶴ꜠ᵓּכ◦

˔Ϭ ʻ ʺτᴥΠכ◦ ḼỘχ Ⱳᵫꜘ◦כϞ
ḼỘχḚ   Ϭ︣ᶝΪϥʻᾤכ◦ ρΰοʺ∕ Ⱳτ
ΰθᶴ꜠ᵓּזϯϱзАЅʺע ϾЬϸиᶴ꜠ᵓּזψαϛ χּזᵰ︡
₰ᵰḗזּʺ Ϭ ʻ2024 ͕Ὦτ ᵰ︡זּזּ ʻ

監査役 ～ Auditor ～

Ỡḗ₰

信原 寛子
Hiroko Nobuhara

ḗ₰ ˢ Ỡˣ

齊藤 友紀
Tomokazu Saito

ḗ₰ ˢ Ỡˣ

江本 卓也
Takuya Emoto

￭ 2024年9月13日より新経営体制にて運営

￭ 経営再建、持続的成長とガバナンス強化を両立する観点から、多様なバックグラウンドを持つ取締役を配置し、経営を推進
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マッチング後も一気通貫で案件管理・データ利活用の提案を実施

ᵒּי

О˔ЕЗ˔

G-NEXT

納品・稼働・
納品後の対応管理・改善提案

Σẁ
ˢӢ ᾕˣ

О˔ЕЗ˔
ˢ ᵒ ˣ

Σẁ
ˢӢ ᾕˣ

О˔ЕЗ˔

О˔ЕЗ˔

・マッチング案件相談（コンサルティング）
・マッチングアレンジ（紹介）
・ヒアリング・提案

О˔ЕЗ˔

G-NEXT
Σẁ
ˢӢ ᾕˣ О˔ЕЗ˔

О˔ЕЗ˔・発注管理
・案件進捗管理
（履歴管理）

基幹情報・
マスタ

従来のマッチングスキーム ジーネクストが考えるマッチングプラットフォーム

商談実施

マッチング依頼 依頼元との
面談設定

「Discoveriez × ブロックチェーン × AI」によるBtoBtoB マッチングプラットフォーム構想

・進捗と目的のログ化
・要件のすり合わせ

期待値のログ化

コンテキストログ・ブロックチェーン

マッチング後の案件管理システムまでを提供し、「流れや結果」までを蓄積、
ブロックチェーン活用により、ログの改ざんを不可能とするプラットフォーム

AIによるデータ分析にてマッチング精度向上を実現
マッチングサービスからBtoBtoB ビジネスプラットフォームへ

62

「ステークホルダーDXプラットフォーム/ マーケットプレイス」構想例

マッチング成立

06．appendix



©G-NEXT Inc. Al l  r ights reserved.©G-NEXT Inc.  Al l  r ights reserved.

「Discoveriez × ブロックチェーン（web3.0 ） × AI」によるBtoBtoC マーケットプレイス

זּ

Client
ˢManufacture/Retail/Restaurant ˣ

Client
(EC/Platform)

ᶨּי

ᶨּי

CRM
Marketing

Advertising

Supplier & Sponsor
ˢFMCG/Luxury/Cosmetics ˣ

Client
App & LINE

Client
Web & DM

Client
Product / Business 

development

Loyalty program Point
Wallet

Platform Blockchain
Eco System

Web3.0

63

「ステークホルダーDXプラットフォーム/ マーケットプレイス」構想例
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市場環境・チャンス

￭ コンタクトセンター関連市場を中長期的なターゲットとし、市場拡大

￭ 前期からの早急な対応が実を結び、安定的なストック型売上を続々と受注

64

当社売上高
6.7億円*5

国内CRM市場6,836億円 *4   (2024年度予測)

コンタクトセンターソリューション市場

5,013億円 *3 （2024年度予測）
ˢ ˣЀ˔иЈрЌ˔ʾЀрЌϼЕЈрЌ˔ΰΪτʺ

ЀрЌϼЕЈрЌ˔Њзв˔ЄдрϬ ằβϥⱧỘּי
ˢЊзв˔ЄдрЦрЍ˔ˣχ ‰Ц˔Іπ▄

コールセンターサービス市場 1兆886億円*3  (2024 年度予測)

ˢ ˣϱрНϳрЖʾϯϳЕНϳрЖχ ᴂ ϞWeb/FAX χ᾽ẁ ᴂỘ Ϭ Ϊ ΞϯϳЕЊ˔ЄрϽ
ⱧỘּיˢЀ˔иЈрЌ˔Ђ˔РІ ằⱧỘּיˣχ ‰Ц˔Іπ▄

将来アプローチの
可能性のある市場

中長期的に目指す市場
(新規市場）

国内クラウド基盤（IaaS/PaaS ）市場 2兆3,100億円*1(2024 年予測)
ˢ ˣⱧỘּי ‰Ц˔Іπ▄ ʻ◕ ṛ τSaas(Software as a service) ψḯϘσΜ

AI（生成AIを含む）国内市場 1兆4,735億円*2(2024 年見込)
ˢ ˣAIЄІГЭᵫ ˗  τρϜσΞSIЂ˔РІϞʺAIΥ ∏ήϦθϯФзϾ˔ЄдрʺAIṐ Ϭ ằβϥФжАЕТ϶˔Эʺ

AIᶨ χзЊ˔ІπΚϥϱрТжϬ ρβϥ

お客さま相談室システム市場
（既存市場）

*1ᶴ꜠ᵓּז Ὂↄᾆẕ ˮϼжϳЖṁ (IaaS/PaaS)Ђ˔РІ◕ τḩβϥ ₰ˢ2024 ˣ˯ˢ2024/4/23 ˣ

*2 ᶴ꜠ᵓּז ●ϺЮж ᾆˮ2025 AI˗LLMπ βϥAI◕ ₰˯ˢ2024/11/15 ᷇ˣ

*3 ᶴ꜠ᵓּז Ὂↄᾆẕ ˮЀ˔иЈрЌ˔Ђ˔РІ◕ /ЀрЌϼЕЈрЌ˔Њзв˔Єдр◕ χ ₰ˢ2023 ˣ˯ˢ2023/12/13 ˣ

*4 ДкϱЕЕ˔ЫБЬАϼὊↄᾆẕ ᶴ꜠ᵓּזˮЫ˔ГАϼ◕ χᾝ ρ 2023 ˻ϼжϳЖἷCRM◕ ˼ 7 ˢ2023/12/11 ˣ

*5 ᴑד Ϭ◌ּג᾿ 2025 3Ὦṍ ‰
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￭ 多角的な業種・業界での利用可能なノーコード/ローコードの国産クラウドサービス

￭ 企業規模に関わらず、ご利用いただけるユニークな存在

業界特化型

単機能モデル

多業種利用型

多機能モデル

受託開発
ノーコード/ ローコード

クラウドサービス

大手システムインテグレーター
・個別開発が多く、ビジネス変化への対応遅延
・開発期間が長期かつ費用が高くなる傾向
・自社での運用が難しい

単機能業種別SaaS
・限定的な機能が多い
・低コストだが自社での導入前提
・サポートが限定的

当社（Discoveriez ）
・組み合わせ可能な機能（パーツ）が豊富
・受託開発より短納期、低コスト
・自社での運用が簡単
・充実のサポート体制

中小システムインテグレーター
・単機能であっても個別開発が多い
・自社での運用が難しく、属人的な運用が多い

65

ビジネスモデル～競合環境～

06．appendix



©G-NEXT Inc. Al l  r ights reserved.©G-NEXT Inc.  Al l  r ights reserved.

￭ 初期費用の導入支援と月額ライセンス料のシンプルな価格体系

￭ オプション機能はご利用途中でも契約可能なため、導入ハードルが低い点も特徴

導入支援
コンサルティング

※SRMDesign Lab における
サービス費用を含む

ライセンス利用
サービス費用

オプション機能

導入料（初期費用） 月額利用料

Discoveriez 利用数＊

クライアント

* χזּ χ ṰρΰοψʺϼжϱϯрЕχᶆ Ϟ Є˔рέρτ ḕẽϬέ ӪήδοΜθιΨθϛʺ
ϼжϱϯрЕ1ḕẽτᾢ ήϦϥϜχπψέίΜϘδϭʻ

66

ビジネスモデル～サービス価格体系～
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￭ パートナー様経由でのサービス提供を基本とした提供体系に変更

￭ パートナー様と顧客課題の解決支援を行うことでのバリューアップを目指す

パ
ー
ト
ナ
ー
様
＊

顧

客

ジ
ー
ネ
ク
ス
ト

サービス提供

サービス提供サービス提供

* ˔Υ―ΠϥО˔ЕЗזּ χ ṰρΰοψʺЄІГЭϱрГϽй˔Ќ˔ʺДϰІЕзРв˔Ќ˔ʺϯϳЕЊ˔Ђ˔ʺBPOᵓּזʺ
ⱧỘᵓּזϬψαϛρβϥᵓּז Ϭ ρΰοΣϤʺ ᵒʾᴙʾ ʾЀрЂиГϰрϽχ4ϸГЁз˔τכ◦ ΰοΣϤϘβʻ

パ
ー
ト
ナ
ー
様
＊

サービス提供

67

ビジネスモデル～サービス価格体系～
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事業等のリスク

68

主要なリスク
顕在化の

可能性・時期

顕在化した

場合の影響
対応策

情報セキュリティ

ϯϼЈІʺЀрСв˔ЌϳϱиІτϢϥ ᵲʺ

ʾᵰיּ τϢϥ ָ τϢϤʺ᾽ẁχ

ḼỘ Ϟ᾽ẁΥ βϥᾤ ʺ ˑσṐ

Υ ָβϥзІϼ

˗

ʾ ỘԌʾᵰ ϒχЈϺвзГϰễӾχ

ʾФжϱНЄ˔Ы˔ϼʺISMSχ Ϭ︡ ΰοʺὋ ΰο 

ʾּז πχϯϼЈІᾂᾢχ

システム障害

ЄІГЭ ᵲ τϢϤϼжϳЖЂ˔РІΥ ♁β

ϥρʺ᾽ẁḼỘΤϣ ϬﬞΜʺ︡ԏχᵔ τϢ

ϥ ‰χᾚ Ϟ ᵲ Ẑ Υ βϥзІ

ϼ

˗

ʾЂ˔Нχ ᴻ ╩ʺ ṍ σНАϼϯАФχם☼

ʾ ᴪτϢϥ פֿ ρζχ ├χם☼

ʾ Ⱨτ ΠοBCPϬ├

新規顧客獲得

◕ФжАЕТ϶˔Эχזּ ẵ χ ᴞϞᾋ₅

ϙ᾽ẁχӪ◘Ὠ χ ט τϢμο ṛ᾽ẁχᶍ

Υ ӟ τ ϘσΜзІϼ

˗ ṍ

ʾЈ˔иІО˔ЕЗ˔χếᴟ

ʾϸІЌЫ˔ЂϼЈІʺГϼИϸиЂЪ˔Е χ ếᴟ

ʾг˔Ѓ˔ᵓχם☼ τϢϥṌ ᾽ẁρχКАЕм˔ϼếᴟ

技術革新・競合環境

χⱧỘזּ ᵫχ ӽτΣΜοṪ ᶗ Ϟ ᴣᶊ

ʾЂ˔РІ ế σẵ› Υזּ ᾝβϥзІ

ϼ

˗ ṍ

ʾ χẵזּ χᾛ πΚϥФжАЕТ϶˔ЭχὋ ếᴟχם☼

ʾϵрЅИϯχ⅜ ʾӾ τ ϛϥρρϜτʺᾝ ỘԌχйЦи

ϯАФϬ ϥθϛτễӾʾЗйАЅχẶ

ʾM&AΣϢόϯϼМϱϯзрϽχᾁ

人材の確保

Ṫ ʾ ꜡Ϭ βϥṪ ЄІГЭχʺיּ

꜡ʾ ЛϳМϳϬ βϥְỘ ԌσςϬ ⅜

τϢϤᶎ ΰοΜϘβΥʺ ∙χᶎ Υ Ϙσ

Τμθ ›Ϟ βϥзІϼ

˗ ṍ

ʾ⅜ χיּ ԌτϢϤʺ⅜ ᶨ χếᴟ

ʾᾝ ỘԌχйЦиϯАФϬ ϥθϛτễӾχם☼ϞЗйАЅχẶ

ʾϢϤ σ ᴣϬם☼βϥθϛτ ᴣ χ ӛ

* Ṝψ χםᾝϞⱧỘὓᵊχ “τֲốβϥ︠ σзІϼϬ ΰἿ∏ΰοΜϘβʻζχ χзІϼψʺ ᴣ ὴ ⁮ χˮⱧỘ χзІϼ˯Ϭέ╥ ΨιήΜʻ
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リセラーパートナー
（ダイレクト（紹介）・セルスルー（卸））

Discoveriez の導入・導入後のサポート等を実施

ヒアリング、デモンストレーションによる製品説明、受注後の一次対応、
アップセル・クロスセル販売

Discoveriez の販売（設計・運用支援・トレーニング）

業務コンサルティング、JSやAPIを利用した開発支援、製品活用支援、
操作指導

コンサルティングパートナー
（ソリューションパートナー＋リセラーパートナー）

Discoveriez を顧客に対して提案から導入まで
一貫したコンサルティング

受注前の提案活動・契約～受注後の導入から
導入後のサポートまで（提案・販売・設計・運用支援・トレーニング）

SFA、CRM、CTI、基幹システム等
自社製品・サービスとDiscoveriez と連携

【パートナー様 一覧抜粋】
ジェネシスクラウドサービス株式会社様、モビルス株式会社様、
LINE 株式会社様

etc...

プロダクトパートナーソリューションパートナー

＜参考＞Discoveriez アライアンスプログラムについて
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免責事項

Ɫ τψʺ χᾋ ΰτḩβϥṜ ΥḯϘϦοΜϘβʻάϦϣχ χᾋ ΰτḩβϥṜ ψʺ Ɫ χ Ⱳ χ τṁξΜο

⌠ ήϦοΜϘβʻάχϢΞσ τḩβϥṜ τψʺ γΰϜṌ ΣϢό χзІϼϞ ᶎם ΥḯϘϦοΣϤʺζχὫᴮʺ

χם∑χỘ Ϟ∞ ệψʺ τḩβϥṜ τϢμο ꜘ Ϙθψ ꜘ τꜘήϦθ χỘ ϞὫᴮχ ρψ ΦΨ

Ӱσϥᴦ ΥΚϤϘβʻ

άϦϣχṜ τṜ∏ήϦθὫᴮρ ΦΨӰσϥᴦ χΚϥ ԍτψʺ⁯ ΣϢό⁯∑ σὊↄ ệχ ᴟϞʺ ΥⱧỘϬזּ ᵫβϥ

Ộᵦχ ΰσςΥḯϘϦϘβΥʺάϦϣτᾢ ήϦϥϜχπψΚϤϘδϭʻ

Ϙθʺ ӟᵰχⱧʾ‮זּ τḩβϥ ψʺԁ τ῝ᵫήϦοΜϥ τṁξΜοΣϤʺ ψζχϢΞσԁזּ τ῝ᵫήϦοΜϥ

χ ᶎ Ϟ Ϭᾁ ΰοΣϣγʺ ΰοΣϤϘδϭʻ

Ɫ ψʺ ằχϙϬ ρΰο⌠ ΰοΜϘβʻ Ɫ ψʺ ʺ ⁯ʺζχ χ ӽτΣΪϥ ᴣ ὴχ χ᷉ Ϟ† χ

᷉ Ϭ ρΰθϜχπψΚϤϘδϭʻ
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